
小川原脩展「遥かなる道程～ 70 年の歩み」
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■第 1展示室

　6 月のパリは華やかだ。街中に緑

があふれ、そよ風は心地よく、行き

かう人の表情も明るい。日没は何と

午後 10 時頃。街歩きが好きな私に

は堪らない。

　そして 21 日の夏至の日には恒例

の「音楽のお祭り」がある。この日

は夕方から翌朝まで、街中の至る所

で音楽が鳴り響く。カフェやレスト

ランの軒先、美術館の広場、エッフェ

ル塔、セーヌ川、教会、道端、メト

ロの駅．．．プロもアマも関係なく好

きなように奏で、歌い、そして踊る。

中にはホールでの本格的なクラシッ

クコンサートもあるが、全てが無料。

演じる側も聴く側も一体となって音

楽に浸るのだ。今年は中止、来年は

盛り上がるぞ。

６月はお祭りだ！
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館　長

オオハンゴンソウ
―近くにはびこる外来種―

446 回

　　『雛僧』

1983 年　小川原　脩　画

展覧会のお知らせ

小川原脩記念美術館 ☎ 21-4141

観 覧 料 ： 一 般 500 円（400 円）

高 校 生 300 円（200 円）

小中学生 100 円（ 50 円 )

倶知安風土館 ☎ 22-6631

観 覧 料 ： 一 般 200 円（100 円）

高校生以下、美術館観覧者無料

※（　）内は 10 名以上の団体料金

6 月の休館日 毎週火曜日

開館時間は
入館は

9時～ 17 時
16 時 30 分まで

　在来種のハンゴンソウと葉の形が似ていて、大きく育ち、大きな花をつけることから、オオハンゴンソウ

と名付けられた植物があります。北アメリカ原産で明治の中頃に園芸植物として日本に持ち込まれたものが

野生化し日本全国に分布しています。北海道では道路脇や河川敷に大群落がみられるので皆さんも目にした

ことがあるはずです。

　外来種であるオオハンゴンソウは、大きく育ち群落を形成するため在来種に与える影響が大きく、環境省

が「特定外来生物」に指定しています。よく目にする植物が栽培、保管、運搬をすると法律違反になると聞

くと驚くでしょう。それほど在来種の生態に深刻な影響があるということなのです。オオハンゴンソウが厄

介なのは、繁殖力、生命力の強さにあります。開花の後につける種子の数が多いうえに、発芽環境が整うま

　「雛僧」は「すうそう」「こぞう」「ひなそう」といった読みがありますが、

その意味はすべて「幼い僧侶」です。小川原脩は 1981 年から 83 年にかけてチ

ベット自治区やインド最北部のラダックを訪れました。高い岩山の頂に張り付

くように存在する白壁の寺院建造物、吹きさらしの風のなか、そこに佇む少年

僧を目にし、強い印象を抱いたのです。この作品の三人はともに、歳の頃は 10 歳前後といったところでしょ

うか。親元を離れ僧院に暮らし、日々の行いすべてが修行という生活を送る少年たち。単純化された顔の描

き方ではありますが、警戒心と好奇心がない交ぜになった複雑な表情が垣間見えます。

　僧衣の赤は、寒いチベットの地で暖かさを意味するほか、経典によって推奨された衣の色として継承され

ているようです。写真などではえんじであったり橙であったりさまざまですが、小川原の作品では温かみの

ある美しい朱赤で描かれています。また、赤の法衣は達磨大師にあやかった魔除け、病除けの「だるま」と

して日本の文化にも根付いています。

　今年のミュージアムロード共同展（7/18 ～ 9/27）のテーマは「五館五色」。当館では「赤」に注目してご

紹介する予定です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文：沼田　絵美（小川原脩記念美術館　学芸員）

で長期間休眠することができる休眠性があり、複数年発芽します。また、

花が咲く前に刈り取っても土の中に地下茎をもっていて、そこから茎を出

して再生するクローン成長によっても生息域を拡大する能力があります。

　駆除するには、地下茎を残さず引き抜くのが効果的とされていますが、

少しでも残るとそこから増えるためとても手強く、まだ駆除方法は確立さ

れていないのです。

　　　　　　　　　　　　文：森脇　友行（倶知安風土館　学芸補助職員） オオハンゴンソウの群落

武内コレクションによる北海道の美術

■第 2展示室

　小川原脩は 1911 年に倶知安で生まれ、

2002 年に 91 歳で生涯を終えるまで、その

人生の大半を郷里での創作に費やしまし

た。旧制中学に通う 14 歳のときに油絵の

具と出会い、19 歳で東京美術学校西洋画

科へ進学し本格的に画業を開始、以来 70

数年にわたり絵描きとしての道を歩んでき

ました。

　本展では美校時代の秀作、シュルレアリスムに傾倒した作品、

戦後北海道の風土を捉えようとした試み、自らの境遇を託した

動物たち、そして自然と人間が交歓するアジアの大地など、そ

れぞれの時代に小川原が向き合った代表作を集め、明治から平

成まで日本の激動の時代を生き、常に新たな芸術潮流を感じ取

りつつも自らの創作姿勢を貫いた 70 年の歩みをたどります。

　会　期：開催中～ 8月 16 日㈰

　倶知安を代表する経済人で多くの後進を

育て、また当館設立に力を注ぎ初代美術

館友の会会長を務めた武内一男氏（1925-

2007）から寄贈を受けた「武内コレクショ

ン」には、北海道を代表する作家が多く含

まれ、北海道の美術史を一望することがで

きます。

　大正期から昭和初期に至る北海道美術界が高揚した時期に始

まり、戦前戦後の公募展や道内外で活躍した作家まで、そうそ

うたる顔ぶれの作品をどうぞお楽しみください。

　会　期：開催中～ 7月 12 日㈰


